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    氏 名   秋田 浩伸 
 （論文審査の結果の要旨） 
本論文は、車載用通信の高速化および距離測定センサ用モータ制御の高性能化
を目指して、複数の新たなデジタル信号処理法を提案し、その効果を理論計算お
よび実験により明らかにした研究をまとめたものであり、得られた主な成果は以下
の通りである。 
１． 従来の車載用センサ通信では時間方向のノイズであるジッタの影響により高速通
信が困難であったが、ランダムデータ部分からデータ通信速度を計測して適用する
非同期のオーバーサンプリング方式を提案し、これにより周期ジッタ耐性を著しく
向上でき、高速通信が可能となることを理論解析および実験により示した。 
２． フォトカプラを用いた絶縁型データ通信において問題となるデューティサイクル
歪の影響を低減するために、信号の立ち上がり／立ち下りエッジ間隔が1ビットの整
数倍であることを活用するオーバーサンプリング方式を提案し、理論解析と実験に
より、その有効性を実証すると共に、従来方式に比べて大幅に短いトレーニング時
間で優れたデューティサイクル歪耐性を達成した。 
３． 周波数の帯域制限やフレキシビリティ制約の厳しい車載用バス通信において、送
信側の制御ユニットにイコライザを搭載するプリエンファシス方式を提案し、通信
速度を著しく向上することに成功した。車載用バス通信における伝送路の相反性に
着目し、伝送路を増やすことなく送信側で通信の非線形な周波数特性を補償可能で
あることを理論的に示し、かつ実際のシステムで有効性を実証した。 
４． 通信ネットワークにおけるプリエンファシス方式をモータ制御に適用することを
初めて提案した。自動運転に用いられる距離測定センサ（レーザーレーダー）では、
モータ回転速度に大きな方位依存性を付与することが重要であり、これを達成する
ために入力指令値を意図的に遅延させた改良プリエンファシス方式を提案し、実機
でその効果を実証した。具体的には、モータの回転速度を方位に応じて切り替え、
前方測定距離を従来に比べて1.4倍に向上した。 
以上、要するに、本論文は非同期オーバーサンプリングによる時間情報を用い、帰納
的計算によりジッタの影響を低減する信号処理手法、およびオーバーサンプリングした
振幅情報を用い、プリエンファシスによって所望の振幅出力を得る信号処理手法の提案
を行い、その効果を理論計算と実験により実証したもので、学術上、実際上寄与すると
ころが少なくない。よって、本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認
める。また、平成31年2月22日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、
申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。 
なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表に
際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。 
 
 
 
